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は じ め に

尿路感染症は起炎菌の大部分がグラム陰性 桿菌で あ

り,尿 の定量培養が容易で,原 因菌の確定,抗 生剤の選

択,効 果の確認が行なえるため比較的化学療法が実施し

やすいが,反 面,耐 性菌の出現や菌交代現象が起こりや

す く1)2),こ とに,最 近,変 形菌,緑 膿菌による感染症

が増加しており,治 療に困窮することが少なくない。

Tobramycin3)(以 下TOBと 略す)は 最近開発され

たアミノグルコ シド系抗生物質で,広 い抗菌スペクトル

を有し,と くに緑膿菌感染症に有効とされるの。 著者は

尿路感染症に対し本剤を使用する機会を得たので,少 数

例ではあるがその効果,副 作用について報告する。

対象ならびに方法

昭和49年1月 より6月 までの6カ 月間に熊大 泌尿器

科に入院 した尿路感染症患者の うち,単 純 性感染症2

例,複 雑性感染症10例 の計12例 を対象 とした(Table

Table 1. Cases and clinical results
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1)。 症例は臨床症状,検 尿,尿 培養で明 らかに尿 路感

染症が認められた もので,原 疾患を有す るものでは治療

または術後管理のため尿路にカテーテルを留置中の もの

が多 く,す べてが諸種抗生物質の使用 中菌交代を惹起

し,あ るいは無効であったものである。

TOBは 成 人で1日160mgを2な い し3回 に分けて

筋肉内深層に注射 し,7日 間連続投与するのを原則とし

た。

TOB投 与前,投 与中および投与終了後3日 以上を経

てか ら,そ れぞれ尿中細菌の定量培 養,菌 株の 同定,

CER,KM,GMに 対 する3濃 度Disk法 による薬剤感

受性を観察,併 せて尿所見,血 液像,赤 血球沈降速度,

肝機能,腎 機能,血 液生化学的所見を検査した。

TOBの 効果判定は,尿 培養で菌の消失を見,尿 所見

の著しい改善を認めた ものを著効,尿 培養で菌の消失を

みたが尿所見の著 しい改善をみなかったもの,ま たは尿

Table 2. Results of urine cultures

Table 3. Results of urine examination
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所見が著しく改善し,尿培養で菌数の減少をみたが,完 全

消失に至 らなかった ものを有効,そ の他を無効とした。

副作用は臨床的観察 と検査所見で判断 した。

成 績

1)尿 培養成績(Table2)

定量培養では全例105/ml以 上 の菌数を示 した。12例

申3例 に混合感 染が み られ,分 離菌 はPseudomonas

aeruginosa 6株,Esherichia coli 3株,Proteus vulgaris

2株,Proteus mir abilis, Morganella, Cloaca,Streptococcus

各1株 であった。

薬剤感受性試 験成績は,CERに 対 してはEscheri-

chia coli 3株 のみが感受性を示 した。KMに 対 して は

Pseudomonas aeruginosa 3株 とGloaca 1株 が,GMで は

Psedomonas aeruginoso, Cloaca各1株 が感受牲 を示 さ

なかった。

TOB投 与後は,Escherichia coli全 例のほかPseudo-

monas aeruginosa 1例,Pseudomonas aeruginosaと

Proteus vulgarisの 混合感染1例,Proteus mirabilisと

Streptococc開 の混合感染1例 の計6例 に菌の消失をみた

ほか,Pseudomonas aeruginosaの2例 に菌の減少がみら

れた。他の4例 中3例 に菌交代が認められた。なお無効

の1例 は投与前後でKM,GMに 対 し感受性が認 めら

れなかった。

2)尿 所見(Table3)

尿蛋 白は12例 中8例 で,血 尿は10例 中9例 で消失,膿

尿は12例 中8例 で軽減または消失,細 菌は12例 中10例 で

軽減または消失を認め,臨 床症状 もほぼ平行 して改善を

みたが,尿 培養成績 とは必ず しも一致 しなかった。

3)疾 患別効果(Tablel)

単純性感染症では2例(症 例5,10)と も著効,複 雑

性感染症では尿路通過障害の改善 された症例(症 例1,

6,8,9)お よび尿道下裂術後の1例(症 例4)で は有

効ないし著効の成績を得たが,留 置カテーテルの機能不

良または尿路に残尿のある症例(症 例2,3,7,11)で

は,尿 所見および尿培養成績の十分な改善は得られなか

った。

4)副 作用

副作用と考 えられる臨床症状は全 くみ られず,血 液

像,肝 ・腎機能,血 液生化学的所見で も投与後異常値を

呈した例はな く(Table4),赤 血球沈降速度 が投与 前

よ り充進した症例が若平あったが,い っぽ うGOT,ア

ル カリ性フォスファターゼなどはむしろ正常化の傾向が

み られた。

考 按

TOBは 腎組織内で高い濃度を示 し,ま た体内で代謝
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されず高い尿中濃度で排 泄される。 また,Pseudomonas

aemginmsaに 対するMICはGM,DKBよ り幾分低い

値を示すとされ,尿 路の緑膿菌感染症に有用な薬剤であ

るといわれる4)。著者の成績ではTOB投 与後Pseudo-

monas amginosa 6例 中2例 に菌の消失を,他 の2例 に

菌の減少をみてお り,緑 膿菌に有用な薬剤の一つ とい う

ことができよう。また,大 腸菌感染では全例著効がみ ら

れ,Proteus vulgarisお よびProteus mirabilisの 各1例

に も有効であった。無効例はすべて複雑性感染症で,残

尿の存在,留 置カテーテルの機能不良など他の要因が強

く影響したことも考慮に入れる必要がある。

TOBの 副作用 としては第8脳 神経障害,肝 機能およ

び腎機能障害などが挙げられているが,著 者の少数例で

は全 く経験しなかった。

少数例の経験であ り結論を下すことは差控 え るが,

TO3は グ ラム陰性桿菌ことに緑膿菌感染などによる難

治性尿路感染症に有用な薬剤の一つと考える。

結 語

尿路感染症患者12例 にTobramydnを 投与 し,以 下

のような成績を得た。

1)12例 中単純性感染症2例 を含め4例 に著効,4例

に有効の成績を得た。

2)Tobramycin投 与 によりEscherichia coli 3株 全

例,Pseudomonas aeruginosa 6株 中2株(う ち1例 は

Ptoteus vulgarisと 混 合感染),Pmteus mirabilis 1株 に

菌消失を,Pseudomonas aeruginosa 2株 に菌 数の減少を

認めた。

3)副 作用は認められなかった。
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EFFECT OF TOBRAMYCIN IN URINARY TRACT INFECTION

SATORU UEDA 

Department of Urology, Kumamoto University Medical School 

 (Director: Prof. K. IKEGAMI)

Twelve cases of urinary tract infection, ten of them suffered from secondary complicated one, were treated 

with 80 mg of tobramycin intramuscularly two times daily for seven days and the following results were ob-

tained. 

1) The clinical result was excellent in four cases including two cases of simple infection and effective in 

another four cases. 

2) Disappearance of all stems of three Escherichia coli and Proteus mirabilis, disappearance of two stems 

and diminution of another two of six Pseudomonas aeruginosa were observed in urine cultures. 

3) No side effects were observed.


